
高知県国際交流課 高知県海外文化大使活動報告

氏名：富士 葵（ふじ あおい）

職種：文化（よさこい指導）

派遣国：パラグアイ

配属先：パラグアイ高知県人会

隊次：平成 28 年 9 次隊（平成 29 年 7 月 18 日～平成 30 年 6 月 17 日まで派遣）

活動報告

平成 29 年 1 月頃、何気なく青年海外協力隊の募集ページを見ていると、「パラグアイで

よさこい指導」の応募があり大変感激したことを今でも鮮明に覚えています。よさこいは

大学時代から始めましたが、まさかいつかよさこいで国際協力ができると思ってもいませ

んでした。また、なぜ外国でよさこい指導の需要があるかも不思議に思い応募したところ、

日本の反対側であるパラグアイで 11 ヶ月間、よさこい指導させていただく運びになりま

した。

パラグアイは南米の真ん中に位置し、ブラジルとアルゼンチンの両大国に挟まれていま

す。私の活動対象は日系人であることが予め決められていたが、あまり日系社会に関する

予備知識がなかったため、現地に着いて大変驚きました。なぜなら、そこには「小日本」

が存在しました。1936 年、日本からパラグアイへの移民が始まり、現在日系人は約 7,000

人いると言われています。日系人たちは集団で居住し、日本とほぼ同レベルの日本語を話

し、日本食を食べ、日本の文化や風習を維持しています。そのため、パラグアイにいなが

ら日本にいるような錯覚は何回も生じました。また、パラグアイの日系人の中で、もっと

も数が多いのは高知系の移民であるため、よさこい指導のボランティアの要請に至ったそ

うです。

私の活動内容は、パラグアイのよさこいチーム「Kosei」とその他の日系コミュニティ

によさこいの指導をすることでした。各移住地では「夏祭り」などのイベントが今でも定

期的に開催されます。そこには、屋台、盆踊り、太鼓や踊りなどのステージがあるため、

自分がやっても楽しい、人が見ても楽しいよさこい踊りは大変人気を集めました。派遣期

間中は合計 8つの移住地を巡回指導させていただき、「正調」よさこいをはじめ、様々種

類なよさこいを指導させていただきました。おかげさまでパラグアイ全国においてよさこ

いが一気に広がりました。

日本に戻るとパラグアイで活動した日々がどんどん薄れがちですが、そうならないよ

うにずっと繋がりを保ちパラグアイのよさこいをサポートしていきたいと思います。
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